
 

【平成２９年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント 】 

（小学校 国語） 

目的や意図に応じて伝えたいことを的確に話す力をつける！ 

 
 小学校国語Ｂでは、日常で直面する場面の中で、学んだ知識を実際に活用す
る力が身についているかを確認する問題が多く出題されました。本号では、
「聞くこと・話すこと」についての具体的な取組の一つとして、付箋の特徴や
色を生かしたスピーチメモの活用について紹介しています。小学校のみならず、
中学校国語科の単元においても取り上げられている内容ですし、日常のスピー
チ作成等にも活用できる取組です。 

 ４月１３日にスクールカウンセラー連絡協議会を開催しました。本号では、
スクールカウンセラーと学校の連携をさらに深めるために、個別の相談業務の
充実に留まらない、全ての子供の日常生活への対応を目指した取組について考
えています。本号で紹介している「心理教育プログラム」については、連絡協
議会以降、複数の学校で取組が進められていると伺っております。スクールカ
ウンセラー事業の次の一手を考える際の資料として御活用ください。 

全ての子供にとって居心地のよい学校づくり 

 ～スクールカウンセラーとの連携～ 

学校教育担当 
 キャラクター 

甲斐善之助 

 小学校算数Ａでは、基礎的な知識・技能の定着を確認する問題が幅広く出題
されました。本号では、四則計算の問題を取り上げ、小学校から中学校までの
指導の留意事項やステップについて考えています。小学校４年生で初めて学習
する「計算の順序についてのきまり」から、継続的に指導することが児童生徒
の確実な定着につながります。校内及び中学校区における指導のつながりや重
点事項の確認資料として御活用ください。 

 

【平成２９年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント 】 

（小学校 算数） 

数量関係「計算の順序についてのきまりなどを理解すること」 
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終わり 中 始め

スピーチメモを作ってみましょう
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発達段階に合
わせて、修飾語、
文末表現など、
メモに書く必要
のない言葉や内
容を減らしてい
くようにします。
中学校では

キーワードだけ
のメモでも話せ
るよう、継続的
な指導を行う必
要があります。

発達段階に合
わせて、修飾語、
文末表現など、
メモに書く必要
のない言葉や内
容を減らしてい
くようにします。
中学校では

キーワードだけ
のメモでも話せ
るよう、継続的
な指導を行う必
要があります。

【平成２９年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント】

目的や意図に応じて伝えたいことを的確に話す力をつける！
小学校
国語

■学習指導要領との関連〔第５学年及び第６学年〕 Ａ話すこと・聞くことア、イ ■全国学力・学習状況調査との関連 小学校国語Ｂ問題 １ ・中学校国語Ｂ問題２

目的や意図に応じて、思考を整理しながら話す
ことが苦手な子供には、どのような手立てが考え
られますか？

求められている資質・能力のキーワード

「目的や意図に応じて的確に話す力」とは・・・

誰に
話すか

何を話すか

何のために
話すか

【適切な言葉づかいで話す】
声量や速度・抑揚や間の取り方
改まった言葉・丁寧な言葉

【話の内容・構成を工夫する】
要点をおさえて端的に話す

結論から話す・問いかけを多用する
根拠を示す・実演する

スピーチメモを活用するといいですよ。
効果的なツールとして、付箋を使った
スピーチメモの一例を紹介します。

付箋の大きさと形を生かす
要点を短い言葉で順序立てて記述する

付箋の特徴（貼り替えができる）を生かす
順番を並べ替えたり、取捨選択をしたりする

事実は青、
思ったことや
主張は黄色、
引用はピンク
にしよう。

自分の意見に反対している人を説得する場合

それに
応じて

話す相手や目的、意
図に応じて、話の構成
や内容を工夫し、適切
な言葉づかいで話すこ
とができる力です。

日本語を学ぶ外国の人に折り紙のよさを紹介する場合

付箋の色を生かす
事実や感想、意見等を区別する

自分の意見に
反対する人を説
得するのに、付
箋が青ばかりで
はいけないな。

目的や意図に応じて、事実を多く述べた方がよいのか、
自分の主張や引用を取り入れた方がよいのかなど、色
のバランスを見ながら効果的な構成について検討するこ
とができます。

目的や意図に応じて、事実を多く述べた方がよいのか、
自分の主張や引用を取り入れた方がよいのかなど、色
のバランスを見ながら効果的な構成について検討するこ
とができます。

相手を納得させたい
なら、まず結論から話し
たらどうかな。

こんなことが知りた
いから、付け加えて
ほしいな。

この主張には根拠が
ないから資料を引用し
たらどうかな。

じゃあこれは
取って、こっち
を付け加える
ね。

スピーチメモが本当に目的や意図に応じたものになって
いるかどうかについて、ペアやグループで付箋を並べ替え
ながら検討することができます。

スピーチメモが本当に目的や意図に応じたものになって
いるかどうかについて、ペアやグループで付箋を並べ替え
ながら検討することができます。

付箋を活用して

1枚の付箋に
対して一文ま
たはキーワード
で書くようにし
ます。

このスピーチメモは、「たからものを紹介しよう」（２年上）、「話したいな、うれしかったこと」（３年上）、「立場を決めて討論をしよ
う」（５年）など、「聞くこと・話すこと」の単元はもちろん、朝の会のスピーチや、委員会からの連絡等にも活用することができます。
このスピーチメモは、「たからものを紹介しよう」（２年上）、「話したいな、うれしかったこと」（３年上）、「立場を決めて討論をしよ
う」（５年）など、「聞くこと・話すこと」の単元はもちろん、朝の会のスピーチや、委員会からの連絡等にも活用することができます。
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【平成２９年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント】
数量関係「計算の順序についてのきまりなどを理解すること」

Ｈ２９ 小学校算数 Ａ２（３）

６＋０．５×２ ）の中をさきにします。

【計算の順序】 ＜算数４年上 Ｐ９７＞
☆ふつう、左から順にします。
☆（ ）があるときは、（ ）の中をさきにします。
☆＋、－と×、÷とでは、×、÷をさきにします。

平成１９年度の結果を振り返ると、左から順
に計算して、１３と答えた誤答が１３．３％あ
りました。

例（算数４年上；教科書Ｐ９６③ア）
１冊９０円のノートを４冊買って５００円出した時のおつり

Ｈ２９ 中学校 数学 Ａ１（３）

１０－６÷（－２）

算数４年下の「面積」、「小数のかけ算・わり算」、算数５年の「体積」、「小数×小数、小数÷小数」、「分数のか
け算・わり算」等でも、意図的に【計算の順序】を確認する場面を設定することが大切です。また、中学校１年生
で負の数を学習した時も、【計算の順序】を確認し、それらが文字式の表し方にもつながっていきます。中学校
区の先生方で、上記の内容等を共通理解することで、子供の困り感解消につながります。

本年度の小学校算数A問題２（３）は、平成１９年度と全く同じ問題でした。四則計算については、
平成１９年度以降も継続して出題されているように、つまずきやすく、指導改善が求められている内
容の一つです。小学校４年生で【計算の順序】のきまりを学習して以降、中学校１年生になるまで、
このきまりを確認する場面がほとんどないことが、低い正答率の原因の一つであると考えます。

速
報

Ｈ１９ ６＋０．５×２ （全国正答率 ６９．１％）
Ｈ２０ ３＋２×４ （全国正答率 ７１．１％）
Ｈ２１ ８０－３０÷５ （全国正答率 ６７．０％）等

＜ポイント１＞
具体的な場面に対応した立式を基に、四則計算の
【計算の順序】について理解する。

＜ポイント２＞
四則計算を含む立式や計算問題について、
【計算の順序】を振り返ることができる場面を
設定し、その定着を図る。

中学校１年生では、正の数・負の数の四則計算
で【計算の順序】の確実な定着を図ります。小
学校での学びは、中学校へとつながります。

②
０．１＋０．２×０．３

小学校
算 数

中学校 数学１年 教科書Ｐ６０（問７）

５００－ａ×４⇒５００－４ａ

式 ５００－（９０×４） ⇒ ５００－９０×４

・小学校４年生で初めて【計算の順序】を学習し
ますが、全国正答率が示す通り、定着について
は課題が見られます。

・また、小学校４年生～中学校１年生へと進む中
で、再確認する場面はどこなのでしょう。

④ １－ ×
１

２

２

３

『かけ算やわり算はひとまとまりとみて
（ ）を省くことができるんですよ。』

例（算数４年上；教科書Ｐ９６③イ）
３００円の筆箱と、１ダースが４８０円の鉛筆を半ダース
買ったときの代金

例（算数４年上；教科書Ｐ９６③ウ）

１個１２０円の絵の具を４個と、１本１５０円の筆を３本
買ったときの代金

式 ３００＋（４８０÷２） ⇒ ３００＋４８０÷２

式 （１２０×４）＋（１５０×３）⇒１２０×４＋１５０×３

（算数５年；教科書
Ｐ３９⑥の①）

① ０．２×０．３

（算数６年；教科書
Ｐ４５②の①）

③ ×
１

２

２

３

教科書では①や③の計算の定着を目標としていま
すが、②や④のように問題を発展的に扱うことで、

小数や分数に拡張されたときにも、【計算の順序】
は成立します。そのことをその都度、確認すること
が大切です。

ここがポイント



スクールカウンセラーの専門性を活かして、気になる子供・心配な子供を含む、全ての

子供の日常に目を向けた取組を進める！

◆休憩時間や給食時間等、スクールカウンセラーと児童
生徒が一緒に過ごす時間・場を設定する。

◆児童生徒相互の関係性、集団の状態等についてのアセ
スメント（評価）を依頼し、よりよい学級づくりに必
要な取組についてアドバイスをもらう。

◆実際の授業や教室掲示を見てもらい、障がいのある児
童生徒に関する支援等についてアドバイスをもらう。
◆教職員のカウンセリング能力向上のための校内研修を
実施する。

“個別対応“だけでなく、スクールカウンセラーや関係機関等と協働し、新たな問題行動や
不登校を生まない土壌づくりを進めましょう！

＜実際の取組例＞

全ての子供にとって居心
地のよい学校づくりへ

学校内連携の構築から、
新たな問題を生まない
学校づくりへ
（生徒指導担当・主事、養護教諭、
特別支援教育主任等との連携の
強化）

◆生徒会活動での活用例「心理教育プログラム」
委員会活動の中で、スクールカウンセラーによるリラクゼーション講習を
実施する。それを受けた委員会の生徒が、自分の学級で研修会を実施する。

第１回スクールカウンセ
ラー連絡協議会において、
チーム学校の一員であるス
クールカウンセラーとの連携
について協議しました。

※初期対応を確実に行うためのポイントは、 「お役立ち情報 平成２９年１月号」にもまとめていますので、
参考にしてください。

気になる子供や保護者については、スクールカウ
ンセラーにつなぎ、早期に対応するようにしていま
す。カウンセリング後には、学校として「今後、誰
が、どのように対応するのか」等を協議しています。

教育相談担当

スクールカウンセラーとの連携 STEP１

【例】カウンセリング終了後、その日のうちに情報共有する時間を設定する。

◆教育相談担当を通じて、学校長が対応や状況を把握できるようにする。
◆内容によっては、担任や学年主任、養護教諭等も同席し、今後の対応について検討する。
◆次回、スクールカウンセラーが来校した時に、事後の対応や子供・保護者の様子について教育
相談担当が情報提供する。

教育相談担当とスクールカウン

セラーで情報を共有し、初期対

応・自立支援の取組を進める！

スクールカウンセラーとの連携 STEP2

≪教育相談担当のつぶやき≫
「教育相談だより」で、スクールカウンセラーの来校日を子供

や保護者に伝えているけれど、相談者が少ない日もあります。
個別相談以外にもスクールカウンセラーを活用できないだろう
か…。

≪スクールカウンセラーのつぶやき≫
それぞれの学校で、相談業務に取り組ん

でいるけれど、個別相談以外にも、学校の一
員として、先生や子供、保護者の力になりた
いわ…。

一方で、こんな声も・・・

次へのステップアップ!!

全ての子供にとって居心地のよい学校づくり
～スクールカウンセラーとの連携～


